
大寒に入り、高島市は大雪になりました。一面銀世界の中、子どもたちは、登校し

ています。雪の中、歩いて登校する子どもたちの姿を見ると、頼もしさを感じます。昼

休みには、グラウンドで雪遊びを思う存分楽しんでいます。自然に触れ、四季を感じ

る経験は、子どもたちにとって心に残るものであり、心を豊かにしてくれます。四季

折々の自然を感じる体験を重ねてほしいと思います。 

１月は「往（い）く」、２月は「逃（に）げる」、３月は「去（さ）る」、と言われるように、

３学期はあっという間に過ぎていきます。子どもたちは今年度を振り返り、この１年間

で出来るようになったところを確認しています。また、次年度に向けて、何をしておけ

ば良いのかなどを考えて、学習や行事活動に臨んでいます。お家でも、学校での様

子を話題にしていただき、励ましていただけると幸いです。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

青柳小学校だより      令和７年度-１２号 

仲よく やりぬく たくましい子 

令和８年(202６年) １月２７日発行  文責 校長 越智弘子 

１月は「往（い）く」。 ２月は「逃（に）げる」。３月は「去（さ）る」。 

３学期は、あっという間に過ぎます。  今年度を振り返り、次年度につなげていきます。 

 

災害に備える！ 予告なし避難訓練  

１月２２日（木）には、来年度入学予定者が来校し、１年生と交流を行いました。小

学校生活について劇などでわかりやすく説明をしたり、校舎案内をしたりしました。

１年生が年長児とペアーを組んで会話をする姿は、頼もしいお兄さん、お姉さんの

姿でした。堂々と自分の言葉で話す様子を見て、１年間の成長ぶりを伺うことができ

ました。４月になると、新１年生、新２年生として縦割り交流で一緒に活動に取り組み

ます。さらに交流が深まることでしょう。 

別れ際には、「４月に待ってるよ。」と言う１年生もあり、笑顔で手を振る姿が見ら

れました。微笑ましい光景でした。 

 

1 月１６日（金）に、地震発生を想定した避難訓練を行い

ました。子どもたちは、地震発生時にはどうすればよいのか

を事前に学習をしていましたが、いつ、避難訓練があるのか

は知りませんでした。今回は、掃除時間中に訓練をしまし

た。教室に居る子どもたちは、机の下に体を入れたり、廊下

に居る子どもたちは窓から離れて中央にしゃがんで頭を手

で覆ったりしていました。その後、運動場に避難する際には、

上級生が下級生の手を引っ張る姿も見られ感心しました。 

１年生が年長児と交流をしました。 

運動場での雪遊び 

年長児とペアーになり、 

会話をする１年生 

廊下の中央でしゃがみ、 

身を守る子どもたち 

下級生と一緒に避難する 

上級生 



                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 ２月２日（月）南部いちご会（ふじ学級） 

 ３日（火）読み聞かせ（最終） 

１年チャレンジタイム(昔あそび) 

            ５年 国際理解教育 

６年 安曇川中学校入学説明会 

     ５日（木）全校集会 

         １，２年大繩大会 

６日（金）3,4年大繩大会 

７日（土） A.C.ドッジボール大会 10:00 

    １０日（火）４年 福祉学習 

             ５，６年 大繩大会 

 

 １３日（金）クラブ活動（最終） 

１７日（火）学習参観・PTA親子研修会 

１８日（水）３年 校外学習 

１９日（木）たてわり遊び 

２０日（金）委員会活動（最終） 

２５日（水）学校運営協議会（最終） 

２７日（金）代表委員会 

 

１７日（火）～２４日（火） 

★家庭学習・ふれあい週間 

   下学年は親子活動、上学年は自主学習に 

    取り組みましょう！ 

読書は心の栄養であり、精神的な健康や認知機能を向上させる重要な手段です。 

「今、読んでいる本は何ですか？」 

「あなたが、今、読んでいる本は何ですか？」と尋ねられて、保護者の皆さんは、何と答

えますか？直ぐに本の題名を言われる人もおられるでしょうが、「そう言えば、最近、本を

読んでいないなぁ。」と答える方もおられるでしょう。「本を読みたいけれど、読む時間が

ない。」や「本を読むことではなくて、別のことで余暇を過ごしている。」、「そもそも、読書

習慣が子どもの頃からなかった。」と答える方もおられるかもしれません。 

２学期の学校評価アンケート結果について、１月の学校だよりでお知らせしました。そ

の中で、子どもたちの家庭での読書習慣があまり身に付いていないことが分かりまし

た。学校での読書習慣が、家庭での読書に結び付くと良いと考えています。 

本校では、毎朝（水曜日以外）、読書を１０分間行っています。好きな本を静寂した教

室で個々に読んでいます。昔話、小説、科学本、図鑑など、分野はさまざまですが、関心

のある本を手に取って、読み進めています。高学年になると、本屋大賞受賞作品など社

会で話題になっている小説を読んでいる子どもたちもいます。 

毎月第１火曜日には、地域の方にお世話になって読み聞かせをしていただいていま

す。また、安曇川図書館から講師を招いて「ブックトーク」を、年 1 回行っていただき、子

どもたちが本に関心が持てるように、個々の本の紹介をしていただいています。本の世

界に入って、想像力を働かせている子どもたちの目は輝いています。子どもたちが大人

になっても、本を手に取って、心豊かに過ごす時間を持てることを願っています。  

読書は心の栄養であり、脳を活性化し、記憶力や集中力を高めます。読書をすると、

日常生活のストレスの低減や認知力の低下を防ぐ効果もあります。また、想像力を高め

ることも科学的にわかっています。子どもの頃から読書習慣が身に付いていると、語彙

力が増えたり、読解力が高まったりして、学力の向上にもつながります。お家でも、読書

について話題にしていただき、一緒に本を読む時間を取っていただけると良いと思いま

す。大人になっても「本の世界」に入ることは楽しいものです。 

２月の予定 

ブックトークを聴く５年生 

 読み聞かせを聴く２年生 

朝読書をする６年生 


